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1 はじめに

複数の話者やスタイルを制御できる音声合成方式

が望まれている。end-to-end音声合成システムでは、

中間表現に埋め込み表現を入力する方式 [1]が一般的

であるが、より簡単な方式として、タグづけにより

スタイルを制御する方法 [2]が提案されている。前者

の方式では埋め込み表現を工夫することで、話者・ス

タイルの制御を行うことができるが、後者の方式で

はそれらの切り替えはできるものの細かな制御 (内挿

等)が難しいという問題がある。ここでは、タグを入

力した際の中間表現を分析することで、話者・スタイ

ルをタグにより制御する方式を提案する。

2 Tacotron2と話者・スタイルタグ

Tacotron2 [3]では、文字列を 5文字ずつまとめて

エンコーダーに入力し、512次元の中間表現を得て、

そこから自己回帰型のデコーダーにより、メルスペク

トログラムを推定する。Tacotron2に入力するかな文

字列の前後にスタイル記号を付与することで、複数の

スタイルの制御を行う方法が提案されている [2]。こ

こではスタイル制御に加えて話者の制御も行いたい

ため、感情のタグに加えて話者のタグを付与するよ

うに拡張する。すなわち「話者タグ」「スタイルタグ」

「かな文字列」の順に入力する。例を図 1に示す。

文献 [2]の方法では、文頭と文末に記号を配置する

が、中間表現を分析しようとすると、文末まで確定で

きないという問題がある。文頭のみに記号を置いた場

合と文末にも置いた場合を比較し、双方の性能差が

あまりないことを確認したため、中間表現の表現を

見やすくするため、ここでは文頭のみに記号を置く。

3 実験

3.1 実験条件

Tacotron2 の学習に用いた音声は、プロのナレー

ター (男女各 7名)が上述の 4スタイルで決められた

(2,456文 (うち 4名)、600文 (残り 10名)からなる)

原稿を読み上げた音声である。評価には各スタイル

[fhar] [h] ニ’チベー ノ$ シュノー カ’イダン ガ$@

ヒラカ レ’ル$ コト’ ニ$ ナリ マ’シ% タ

Fig. 1 Example of an input text.
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30文章からなる学習データとは別の文を用いた。「話

者タグ」「スタイルタグ」に制御性を持たせるために、

タグを以下のルールにより作成した。「話者タグ」は、

4文字のアルファベットからなり、はじめの 1文字目

が性別 (女性 (f)、男性 (m))で残りの 3文字が任意の

アルファベットである。任意のアルファベット部分を

ランダムに生成することで、学習データにない新し

い話者が創造できることを期待している。「スタイル

タグ」は、アルファベット 1文字とした。これは読み

方の 4つスタイル (平静 (h)、悲しげ (k)、楽しげ (t)、

ぞんざい (z)) を表す。Tacotron2により推定された

メルスペクトログラムから、waveglow [4]の配布され

ているモデルにより音声波形を生成した。サンプリ

ング周波数は 22.5kHzとした。　　　　　　　　

話者タグを 20人分ランダムに生成して、話者・ス

タイルタグのみを入力 (例えば [fhar] [k]まで入力)し

た際の中間表現を観察し、学習話者から離れているも

のを実際に合成した。各スタイル 30文ずつ音声を合

成し、合成音声を話者ごとの x-vector [5]に変換し、

話者性を評価した。x-vectorは 512次元で、日本語話

し言葉コーパス (CSJ)の学会講演音声から構築した

DNN modelを用いて抽出した。可視化のために、中

間表現・x-vectorともに主成分分析により 2次元空間

にプロットして分離性を検討した。

3.2 中間表現での評価

ftak,fharの 2人の女性話者について、4スタイルで

の中間表現を主成分分析した結果を図 2に示す。話者

によって分離できていることと、k,z,t,hの順に上か

ら並んでいることから、感情が同じものは近くに配置

されていることが推測される。話者タグのみ変化 (ス

タイルタグは [h]で固定)させた場合の中間表現を主

成分分析した結果を図 3に示す。学習話者を ‘o’でプ

ロットしたのに加え、上述の通り 20人分ランダムに

生成した話者タグのうち、学習話者と比較的離れて

いた話者を男女 3名ずつ ‘x’で表示している。このよ

うに男女は明確に分かれていることから、はじめの 1

文字が性別であることは理解されていると考えられ

る。ただし、それ以外の話者はほぼ学習話者と同じと

ころにマッピングされたことから、tacotron2は新た

な話者を創造する能力はあまり高くないことが推察

される。
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Fig. 2 Principal component analysis of embedded

vectors in terms of a style.

Fig. 3 Principal component analysis of embedded

vectors in terms of a speaker, where ‘o’ indicates the

speaker in training set and ‘x’ indicates the speaker

who does not exist in the training set.

3.3 合成音声の x-vectorでの評価

上と同様、2人の女性話者について、4スタイルの

合成音声の x-vectorの主成分分析結果を図 4に示す。

話者は分離されていることと ftak kを除けばおおむ

ね感情ごとに分類されていることがわかる。話者での

結果を図 5に示す。このように新たに加えた話者は学

習話者とは異なる点にマッピングされている。ただオ

リジナルほどのばらつきは見られないことがわかる。

4 まとめ

合成音声の話者性と感情性を制御することを目的

として、Tacotron2に話者タグとスタイルタグを加え

た。複数話者から学習したモデルにおいて、話者タグ

をランダムにすることで学習話者とは異なる音声を

得られる可能性を示した。ただ学習話者のばらつきに

比べると新たに生成された話者のばらつきは小さく、

新たに話者を創造する能力は Tacotron2では高くな

いことが推察される。

Fig. 4 Principal component analysis of x-vectors of

synthesized speech in terms of a style.

Fig. 5 Principal component analysis of x-vectors of

synthesized speech in terms of a speaker.
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